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2 016年4月14日、続く16日と熊本県を中心

に震度7を観測した熊本地震から、まもな

く2か月の月日が流れます。激震による甚大

な家屋被害を受け、ハビタットは4月21日よ

りスタッフを現地に派遣。初動調査を開始し

ました。その結果、熊本県阿蘇郡西原村

（にしはらむら）を中心に、「誰もがきち

んとした場所で暮らせる世界」の実現を目

指し緊急支援に取り組むことを決定しまし

た。 

 西原村は、震度7の被害を受けた益城町

（ましきまち）、6強を観測した南阿蘇村

（みなみあそむら）の間にある人口6,809

名（2016年3月熊本県庁発表）、約2,600

世帯が暮らす小さな村です。これらの地域

は、熊本地震を引き起こしたとされる布田

川断層帯の延長線上にあることから、激し

い揺れにより村全体の約6割の家屋が倒壊

などの被害を受けました。 

現場で、必要とされていること 

 支援を決定して以来、ハビタットは開設

されたばかりの西原村災害ボランティアセ

ンター（以下、センター）の運営サポート

を通じて、被災された方の住まいの再建を

後押ししています。センターには、連日、

元の住まいを取り戻すために、新たな生活

を始めるために、家の片付けを中心とした

ボランティアを必要とする声が届きます。

これらの声に応えるべく、ボランティアに

よる助けを必要とするご家族の元にボラン

ティアを動員すること、それがセンターの

役割です。センターが開設してから1カ

月、延べ5,000名を超えるボランティアを

動員し、500件近くのニーズに応えること

ができました。一方、地震発生から1ヵ月

が経過した5月17日、西原村では「罹災証

明」の発行が始まりました。罹災証明は生

活再建支援金や義援金の受け取り、仮設住

宅の入居など公的支援を受ける際に必要と

なる証明書。この発行により、生活再建に

向けた大きな一歩を踏み出し始めています。 

若者とともに取り組む 

 ハビタットは西原村で緊急支援にあたる期

間を7月末までの約100日と定める「Youth 

for Kumamoto」プランを策定しました。西原

村災害ボランティアセンターの運営サポート

に加え、ハビタット・ジャパン学生支部

（キャンパスチャプター）のメンバーを中心

とした若者によるボランティア活動のサポー

ト、そして生活再建に向け必要となる情報が

すべての住民に届くよう活動することで、誰

もが安心安全に暮らせる場所を取り戻せるよ

う支援していきます。これら100日の支援計画

は、Alwaleed Philanthropies（アルワリード財

団）をはじめ、Airbnbやキャンパスチャプ

ター、その他の団体、個人の皆さまからお寄せ

いただいたご支援のもと取り組まれています。   

HABITAT NEWS   

熊本地震緊急被災者支援  
キャンパスチャプターのメンバーと共に、支援にあたる100日 

ハビタットが西原村での支援を決定して間もな
く、ボランティアに手を上げ熊本での活動を支え
てくれたキャンパスチャプター所属の高買さん。
「東日本大震災の時に活動に参加できず強い 
葛藤がありました。」 
その思いから今回こそはと活動に参加。8日間
の活動中、センターの本部で運営をお手伝いす
るかたわら、被災された方のボランティアニーズ
の聞き取りを行いました。 
「現地を自分の目で見たからこそ、復興までに
は多くの時間と多くの協力が必要だと感じた。こ
れからは、熊本の現状を伝えることで、ボラン
ティアや寄付といった協力の輪を広げていきた
い」と、東京からでも継続できる彼なりの支援に
ついて話してくれました。 
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  2016年4月2日、若者が中心となり地球規模の貧困問題と住まいの問題の解消に向けてさまざまなアクションを起こす「Habitat 

Young Leaders Build （HYLB：ハビタット・ヤング・リーダーズ・ビルド)」が4ヵ月を経て閉幕しました。HYLBは2015年12月5日に

行われたチャリティファッションショー「ハビ☆コレ」（東京・渋谷）を皮切りにスタート。5度目の開催を迎えたハビ☆コレは、

ハビタット・ジャパン学生支部（キャンパスチャプター）が身近なファッションを切り口に、フェアトレードの意味、貧困から 

生じる住まいの問題などを伝えるために企画したイベントです。このイベントを始め、2月から3月にかけては大学生を中心に582名 

もの若者が海外建築ボランティアプログラム（GV: Global Village Program）を通じてアジア各国の建築活動に参加したほか、国内でもそれぞ

れの地域でボランティア活動に取り組み、住まいの問題について声を上げ、キャンペーン期間を駆け抜けました。 

Habitat Young Leaders Build 

閉 幕イベントとして、3月21日、キャンパスチャプター主催によ

るチャリティ駅伝『Habitat EKIDEN』が彩湖公園（埼玉・さい

たま市）で開催されました。駅伝は誰もが、得意不得意に関係なく

参加できるスポーツ。人から人へと襷を繋ぐ駅伝をきっかけに、 

地球規模の貧困問題、そして貧困によってもたらされる住まいの問

題に取り組むハビタットの活動を伝えたい、その思いから『Habitat 

EKIDEN』が誕生しました。迎えた大会当日、朝方は小雨がちらついて

いたものの、日が昇ると太陽の光が燦々と降り注ぐ青空に。会場に

は、キャンパスチャプターのメンバーをはじめ、卒業生、関係者の

ご家族、地域の高校生などが集まりました。加えて、スペシャル 

ゲストとして箱根駅伝のエース小椋祐介選手（青山学院大学）が 

参加。彼のファンも加わり、総勢360名もの方々が集う一大イベント

となりました。競うことより襷を繋ぎ、思いを繋ぐことが目的の 

駅伝大会、和やかな雰囲気の中行われ、参加者からは「走ることで

国際協力に参加できて楽しかった」そんな声が聞こえてきました。 

身近な地域で、そして世界でできること 

手をとりあい、思いを繋ぐことで変わる世界がある 

日 本でも、貧困やその他の事情により、安心、安全に暮らせる場所を必

要とする方がいます。その一つに、恋人や配偶者からの暴力（DV: ド

メスティックバイオレンス）などにより行き場を失った方がいます。ハビタット

はこうした問題を抱える女性、そしてその子ども達を一時的に保護し、自立

に向けたサポートに取り組む公益財団法人日本キリスト教婦人矯風会の活

動を応援しています。ハビタットは今年の2月、キャンパスチャプターのメン

バーと共に団体が運営する緊急一時保護施設を訪問。館内のお掃除を  

お手伝いしました。「たどりついたところがもしも汚い場所であったら、その方

たちは『どうせ私にはこんな場所しかない』と感じてしまう。だからこそ、シェ

ルターを掃除してきれいに保つことはとても大切なことです」そう話してくださ

る職員の言葉に参加した学生は耳を傾け、身近な地域にもアプローチでき

る住まいの問題があることを再認識していました。HYLB期間中、2度にわた

り施設を訪問。今後も月に一度ボランティアを派遣し、施設の運営をサポー

トしていきます。 
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2 015年4月25日にネパールを大地震が襲って

から1年が経過しました。カトマンズ北西部を

震源地とし、ネパールの国土のうちほぼ全域を

襲った地震により、約8,790名にものぼる命が奪わ

れたほか、約750,000戸の建物が倒壊の被害を 

受けました。 

  甚大な被害を受け、1997年からネパールで活動

を行うハビタットは発災直後に緊急支援の実施を

決定しました。安全な飲み水を確保するための

ウォーターパックの配布や、一時的な住まいを  

確保するシェルターを建てるキットの配布などを通

じて、震災から1年を迎える4月までに、43,700世帯

を支援することができました。 

  ネパール地震による被害の大きさは、地震国とし

て取り組むべき防災への対応が欠如していた結果

として浮き彫りとなりました。これを受け、ハビタット

はこれから数年かけて取り組むネパールの復興

支援計画を「Build Nepal （ビルド・ネパール）」とし

て策定しました。「Build Nepal」はネパール国家復

興庁の計画に沿い、以下4つのアプローチを軸に

被災した地域や住民に防災が重要であるという 

認識を高め、「Build Back Safer (元に戻すだけで

なく安全に戻す) 」の実現を目指してきます。 

 

  これらの項目を軸に、ハビタットは被害の大き

かったカブレパランチョック郡、ヌアコット郡の計5つ

のコミュニティで支援の輪を広げ、住民の防災に対

する主体性を高める取り組みを行ってまいります。

なお、日本からは今夏より海外建築ボランティアプ

ログラム（GV: Global Village Program）に参加する

チームの派遣を再開。GVチームを通じて、ネパー

ルでの支援を引き続きサポートして参ります。                  

ネパール地震から1年：更なる地震から命を守るために 

 

女性で初めての大工     

  シ ャ ラ ダ・ダ ヌ ワ ー ル さ ん (22) は、 

地震により家を失った一人。ハビタッ

ト か ら シ ェ ル タ ー キ ッ ト の 支 援 を     

受け、家族8人で避難生活を続けて

います。この困難な状況からどうにか

脱却しよう、そう考えていたシェラダさ

んはハビタットが提供する「大工養成

講座」に参加。「私は学ぶことが好き

だし、熟練した大工になりたいと思っ

たの。男の子たちができることが私に

もできるってことを証明し、この村の

キャリアウーマンの先駆者になるわ」

彼女はこう意気込みました。シェラダ

さんは講習を通じて建築技術を体系

的に学び、村では初の女性大工とな

りました。「この村で、初めての女性

大工になれたことは誇りです。こんな

素晴らしい機会を与えてくれたハビ

タットに感謝しています」彼女は笑顔

でこう締めくくりました。 

36 チーム、582名。今春過去最多数のボランティアが海外

建築ボランティアプログラム（GV: Global Village Pro-

gram）を通じて各国の支援地に赴き、現地の家族と共に、家族

が安心して暮らせる住まいを、そしてコミュニティを築いてきま

した。今夏からはタイとインドネシアの要請を受け、各国が取り

組む複数年のコミュニティ支援事業地にGVチームの派遣を 

予定しています。      ※コミュニティの紹介は次号を予定 

 

1. 防災教育：コミュニティの住民に対して危機管理

や防災対策について考える機会を作る。 

2. 技術指導：支援地域にセンターを設け技術指導

者が住民に対して再建に関する助言、また大工

を養成するための技術訓練を行う。 

3. 段階的な支援：ネパール政府が定めた社会的に

脆弱な立場に置かれた家族に対して、職業訓練

や生計支援を行い、自力再建をサポートする。 

4. 市場の拡大：適切な資材や建築技術、その他 

マイクロファイナンスなどのサービスを誰もが 

受けられるよう、市場に働きかける。 

「Build Nepal」プラン 

【活動に参加して】 櫻木琴音さん（関西学院大学） 

 ハビタットにタイの家族を紹介してもらった時から早く会いたいとずっと思っていたので、実際にお会いした時にはやっと会えたという想いから涙が
出そうになりました。そんな方々のお家に携わらせて頂けたことを本当に幸せに感じています。たった5日間の活動でしたが、その5日間の中で第二
の家族ができました。「またいつでも戻っておいで」そう言ってくださったホームオーナーさんの言葉は忘れません。 



 

 

4 ヵ月。それは「学生初の駅伝大会を開催      

する」、そう決めた青山学院大学国際ボラン

ティア愛好会SHANTI SHANTIで代表を務めた    

宮本大輔とその仲間が、卒業までに駆け抜けた  

4年生最後の時間だ。「現役時代はハビタットから

Take（得る）ばかりしていた」そう話す宮本は「何を

挑戦しても守ってもらえるから安心して物事に取り

組むことができた」そう感謝の気持ちを表した。  

代表を務めた頃、海外建築ボランティアプログラ

ム（GV: Global Village Program)参加後の報告会は

ハビタットの活動に取り組む学生たちばかり。ハビ

タットを知らない多くの学生に自らの、そしてチー

ムの経験を伝えたい、その思いを実現すべく集客

に力を入れた。結果、これまで30人程しか集まら

なかった報告会に126人もの聴衆を集めることが

できた。 

 就職先が決まった4年の春、ハビタット事務局の

インターンに誘われた時の気持ちを「GVではTake

するものが多くて、Give（与える）という感覚がな

かった。だから、4年生でハビタット事務局にGiveを

したいと思った」と打ち明けてくれた。 

 その思いからインターンとして事務局のメンバー

に加わった。そのかたわら、卒業旅行をかね、4年

生を中心としたGVチームを発足。「現役を引退す

ると離れてしまいがちなハビタットの活動に参加し

続ける流れを作りたい」そう話す。さらに、チーム

を中心に「Habitat Young Leaders Build」の閉幕イベ

ントとして、これまでにない誰でも気軽に参加でき

るチャリティイベントを開催し、後輩に思いを引き

継ぎたい、その思いからチャリティマラソン「ハビ

タット駅伝」を企画した。駅伝、そしてGVチームの

リーダーとして彼の挑戦が始まったのは卒業4ヵ

月前。大会を盛り上げるためには、そして駅伝を

後輩に引き継ぐためには、世代を超えた多くの

人々の参加・協力が欠かせない。思うように物事

が進まない時もあった。それでも、その場に応じて

すぐ打開策を打ち出し、大会運営費、そして参加

者を集めるために音楽イベントの開催など、あら

ゆる営業活動に尽力した。その結果、大会当日、

なんと360名近くの参加者が集い、約70万円もの

チャリティを募る一大イベントとなった。タイムを  

競うのではなく走ることで人と、そして世界と繋が

る。ゴールにたどり着くと拍手で迎えられる、そん

な温かい大会を作り上げていた。 

 大会後、彼を支えた

メンバーに「最後まで

頑張れる環境を与えて

くれた全員に感謝して

います」そんな言葉を

残した。宮本の背中を

見て、彼の思いを、襷

を受け継ぐ若者が現

れることを彼は切に

願っていることだろう。 

ハビタット・フォー・ヒューマニティは住まい

の問題に取り組む国際NGOです。 

 4月から事務局でインターンとして広報業務に携わらせていただいています。文章を書くこと、

発信することが好きなので、充実した時間を過ごしています。昨年まではキャンパスチャプター

の一学生だった私ですが、事務局にいると、意外にもまだ知らないことがたくさんあることに   

気付かされました。また、業務を通じて、自分が紡ぐ言葉一つ一つへの「責任」を感じることが

できました。言葉を多くの人に届けること。その言葉の前に立ち止まってもらうこと。そして、   

立ち止まった人がやがて、社会で起きる問題に対してアクションを起こすこと。そういったミッ

ションを、私は「言葉」を通じて背負っていると思うと、身の引き締まる思いがしています。8月末

までインターンとして精一杯業務に取り組ませていただきます。 （早稲田大学 村田理帆） 

宮本 大輔さん 青山学院大学 ボランティア愛好会SHANTI SHANTI 元代表（社会人1年目） 

ハ ビタット・ジャパンの学生支部（キャンパス

チャプター）として活動に参加する学生団体

数は、今春34団体目となりました。北は北海道から

南は大分県まで、ユースの輪は日本全国に広がっ

ています。この3月には、九州に2つ目のキャンパス

チャプターが誕生。過去1年間でキャンパスチャプ

ターに加わった学生団体は 

です。キャンパスチャプターは、その役割として、 

定期的な海外建築ボランティアプログラム(GV: 

Global Village Program)への参加に加え、日本国内

で啓発活動やファンドレイジング、そして地域や

キャンパスチャプター間での交流を担っています。

また、キャンパスのある地域でのボランティア活動

を推奨し、広く社会貢献を推進していける若者の 

育成を目指しています。 

芝浦工業大学 infil                                                

工学院大学 builty 

獨協大学 WAP 

福岡大学 パスカル 

編集後記 

 

 

 

特定非営利活動法人ハビタット・フォー・ヒューマニティ・ジャパン 
 

〒162-0843  

東京都新宿区市谷田町2-7-15 近代科学社ビル3階 

Tel: ( 03 )-5579-2550 Fax: ( 03 )-5579-2551  

Mail: info@habitatjp.org    Website: www.habitatjp.org 

  ハビタットの支援活動に“ボランティア”として参加でき

る海外建築ボランティアプログラム（GV: Global Village 

Program）は、家を建てる活動が中心となることから、12

名以上のチーム単位での活動になります。ハビタット・

ジャパンは個人でも参加できるGVツアーを年に2回  

企画。今夏も参加いただいたボランティアの皆さまから

好評なカンボジアでのGVツアーをご用意しています。 

活動場所：カンボジア バッタンバン 

活動期間：2016年8月21日（日）～8月28日（日） 
   

 ハウスサポーター（会員）になると、月々1,000円で、ハビタット・ジャパン

が行う国内外での取組みを支援し、ハビタットが目指す「誰もがきちんと

した場所で暮らせる世界」の実現に参加することができます。継続的に

ご支援いただけるハウスサポーターにご参加をお願いいたします。  

  

海外建築ボランティア個人参加者募集 

ハウスサポーター募集 

詳細はホームページもしくはメールにてお問い合わせください 


